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この学年度の最終的なe-ニュースレター
へようこそ。私たちは、ISSの今学年度の最
後に向かっています。 ハイライトとなるべ
き行事の中には、初めて小中学生の両方
を含むミュージカルの「Into the Woods 
Junior」などがあります。中学生はサイエン
スウィークで研究発表を披露し、3、4、5年
生はSembawangとSentosaを含むシン
ガポールの各地域へのキャンプ旅行を楽
しみました。学生は、小学校と中学校のア
ートの展覧会、MYP展覧会、Esplanade
のDPコンサートで彼らの創造性と情熱
を見せました。中学生と高校生の陸上競
技大会は成功しました。春学期も同様で
す。私たちはまた、1981年から1982年の
ISS、1983年から1988年までのクラスの
卒業生を教えてくれたパイオニア先生の訪
問を歓迎しました！ 
 
IBの学校として、生徒は創造的で批判的
なスキルを発達させるだけでなく、創造的
に実験することによって、学習に取り組む
ことが求められています。ISSにおける創
造性とイノベーションについて考えると、パ
ターソンキャンパス・デザインセンターも
が心に浮かんでいます。今年度導入された
デザインセンターは、学生が行きたいと思
い、夢に描き、創造できる場所です。これま
でのところ、発明が数多く行われていると
いう結果が出ています。 デザインセンター
で、生徒は木材、竹、プラスチック、ポリウレ
タンなど、多様で耐性のある素材を研究す
る機会がありました。結果は、素晴らしい
です。みなさんは、図書館の外に作成され
た「宇宙」に驚嘆することでしょう。設計さ
れ、ストレステストされたスパンブリッジや
下が楕円形で造られなんどもテストされた
凧などを見ることができます。 
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グレード4の学生は、デザインプロセスとド
ライブを使用して、パフォーミングアートの
教室の古い楽器を再利用して、新しい、実
用的なオブジェクトを作成しました。生徒
たちはオリジナルのアイデアを形にしまし
た。クラス毎に、クラス内で最もすばらしい
ものに投票しました。学生庭園のための風
のチャイム、遊び場の入れ替わりを教える
鐘、そして太陽系のモデル。次にキャンパス
にかられたら、是非ご自分の目で確かめて
ください。 
 
新しい学年に向けて、学生は創造性と革
新性を備えた新しい場面に立ち向かい始
めています。 パターソンキャンパスでは、多
くの幼稚園からG8までの学習の取り組み
がさらに進化しています。プレストンキャン
パスでは、パフォーマンスとコミュニティサ
ービスとの強力なつながりが引き続き強い
つながりを見せています。ISSは、小さい学
校ですが、このようにしてインターナショナ
ルスクールをリードしています。ほかにも、
学生行動リーダーシップチーム（PYP）な
どの学習機会への革新的なアプローチ、
ワークエクスペリエンス（MYP）、へんてこ
な壁なしの週（G６−１１）に反映されてい
ます。 
 
学校からの長い休憩をお楽しみください。
どんな旅になるでしょうか。どんな不思議
な心躍らせる旅になるのでしょうか。皆さ
んが戻ってくるのが待ちきれません。次の
新しい厳しいけれども心踊る教育が待っ
ています。 
 
Ms. Sharyn Skrtic 
小学部校長
Mr. Michael Taylor
中学部校長
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ISSインターナショナルスクールの学生は、レインボーセンターと「Rainbow 
Chair-ity」プロジェクトで協力し、障害児の意識啓発、インクルージョン、エン
パワーメントという抽象的なアイデアを表現した椅子を設計しました。 これ
は、学生がすすんで参加するもので、コミュニティを中心になって助けたり、コ
ミュニティの抱える原因をサポートしたりします。他にも多くある‘Creativity, 
Activity, Service’ プロジェクトのほんの一例です。

サービスを椅子で！

これらの椅子は、4脚の古典的なルイ15
世のアームチェアを使っています。 約9ヶ
月の共同作業の末に、ISSインターナショ
ナルスクールの学生とレインボーセンター
のメンバーは、素晴らしい作品を作り上げ
ました。社会の一部の子供たちが持って
いる障害についての独創的な解釈を示す
ものです。

ある椅子には、子供たちが障害から解放
されるのを助ける翼があります。 別の椅
子は、探検されるのを待っているような
気まぐれな森林地帯になっています。

マーガレット・ドライブスクール
(Margaret Drive School)のレインボー
チャリティー(Rainbow Charity)で一般
市民から集められた寄付と複数の団体の
合同作品により完成した4つの椅子の造
形物がイオンショッピングセンター(Ion 
Shopping Centre）に展示されました。
レインボーチャリティーは自閉症および
身体、視覚、聴覚などに障害を持つ子供
や青少年のために運営されています。

ISSインターナショナルスクールのこ
れらのプロジェクトは、インターナシ
ョナル・バカロレア(International 
Baccalaureate(IB))で要求される創造
性・活動力・サービス(CAS)の一部だ。こ
れは、インターナショナルスクールの哲学
を反映したもので、教育とは知的な教育
を超え、社会的に責任ある態度と慎重且
つ適切な行動をとれるように拡大するべ
きである。

学生が作った美しい４脚の椅子 Rainbow Centreの学生たちと一緒に美しい椅子を
作り上げました

「Rainbow Chair-ity」プロジェクトの
ほかにも、他の多くのコミュニティ組織
が、学生のCASプロジェクトの恩恵を受
けています。 ISSインターナショナルスク
ールの学生は、インドネシアの孤児院のバ
スケットボールコートを建設し、フィリピ
ンでは子供たちが学校に通うボートを建
設し、カンボジアの子供たちにドラマスキ
ルを教えました。また、シンガポールの火
事労働者に英語の授業を提供し、地域の
動物福祉団体とも協力しています。 生徒
は、楽しみながら、CASのCreativityと
Serviceの両方を組み合わせて、さまざま
な活動をしています。地元の病院で老人
と病気の患者のために演奏しました。 貧
困状態にある人々を支援することから始
めて、学生はCASの意図を受け入れ、若
者がどのように変化し、世界の問題に取り
組むことができるかを示すプロジェクトに
参加しました。

小学生は、IBの学習目標を達成するため
のさまざまな意味のあるプロジェクトに
没頭しています。社会的および市民的な
意識を高めています。 高校では、サービ
ス学習プロジェクトによる個人的な成長
が反映され、さらに上の教育を目指すも
のを支援します。

アジアの学生であるSchezinによる
と、Rainbow Charityプロジェクトへの
参加は自己発見の旅でもあったと、 彼女
は述べています。「このプロジェクトは、
私の思考プロセスを人間として成長させ

ました。 「Rainbow Chair-ty」プロジ
ェクトで子どもたちと交流しながら、子ど
もたちとのコミュニケーション障壁を克服
する方法を見つけることで、私にもこども
たちにも、行動に変化が見られました。」

欧州の学生であるエミリアは、次のように
付け加えました。「私はほんとうにこんな
ことが私に起こるとは思っていませんでし
た。私はすばらしい経験を得ました。なぜ
なら、障害を持つ子供たちと働くことは、
何でも可能であることを私に示したから
です。」

さまざまな問題をサポートしなが
ら、CASプロジェクトは生徒の生活に変
化をもたらしています。 卒業生 である
Maoは、子供達に水泳を教えて、他の人と
人はみな違うということを理解した経験
を生かしたいと思いました。自分の研究
課題を追求し、他の人に影響を与えられ
る人になりたいと、今教育の学位を取得し
ようとしています。

椅子のペイントが行われています

Breast Cancer Walkでは学生が大勢参加しました

Urgent Runに学校中の学生が参加しました
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ISSに編入した当初は、タリッシュは、自分がコンピューターの専門家になるとは想
像もしていませんでした。

タリッシュは、アジアから来た6歳の学生で、将来何をしたいのか分かりませんでし
た。 その後、ISSの温かい小規模校の環境と、一人ひとりに合わせた「カスタマイズ・
アプローチ」で幅広くいカリキュラムを学ぶ中で、彼はコンピューティングへの情熱を
育みました。

10年後の転換点を今、タリッシュは振り返ります。 当時すでに熱心なRTSGのゲー
マーだった彼は、ロボットとプログラミングのテーマを含め、このクラスで、それはどの
ように創造されたかについて学びました。

きっかけはロボティクスやプログラミングなどを学ぶ「デザイン＆テクノロジー
（D&T）」の授業でした。担当のテイラー先生は生徒たちに材料と情報を提供した
後、生徒たちが自分でプロセスを発見しながら、製作するように促します。生徒はレゴ
のマインドストームEV3キットを使って自ら計画を練り、製作し、評価しながらプログ
ラミングを学んでいくのです。

「ソフトウェアやロボットをいじったり、先生とさまざまなプログラミングのスタイル
についてリサーチするのは、とてもワクワクする時間です」

「プログラムの構成だけでなく、プログラミング言語の背景やプログラミングのスタ
イルを学んでいく内に、人間の脳が実は『生きたプログラム』なんだ、ということに突
然気づいたのです。それ以来、ロボティクスと人間の関係というテーマに夢中になりま
した」

「私はいつもコンピュータのコンセプトと、コンピューターでできることに魅了されま
した」とタリッシュは言います。 「さまざまなプログラミングスタイルについて学ん
だとき、私は突然、人間の脳が実際には生物学的プログラムであることを認識しまし
た。 いったん私がロボット工学と人類とのつながりを知ったら、私はその主題に夢
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Tarish、ISS IT部門のインターン

Tarishは有用な技術的スキルを発展させました

ロボットは彼の情熱をかけているものの一つです

– Tarish, ISS 学生

『潜在能力を開花させよう』
というISSのモットーは実
に素晴らしいと思います。
この学校だったから、自
分自身のことを深く理解
し、単なる興味分野を生
涯にわたる自分の専門分
野に繋げることができた
のだと感謝しています

将来のテクノロジー博士



中になりました」

新たな発見の面白さに目覚めたタリッシュは、クラスで最も速く障害物を取り除くこと
ができるロボットを開発し、更にシンガポール国立青少年評議会の「ニュー・エイジ・ハ
ッカソン 2.0」というコンテストでは高齢者を支援するモバイル・アプリを開発しまし
た。夏休みには海運会社のインターンとしてITサポートの仕事もこなしました。

「ほんの数行のコードが、多くの人のためになる偉業を成し遂げ得るコンピューティン
グには、とてつもない魅力を感じます。その限りない可能性と発展性は想像を絶するも
のがあります。」

「『潜在能力を開花させよう』というISSのモットーは実に素晴らしいと思います。この
学校だったから、自分自身のことを深く理解し、単なる興味分野を生涯にわたる自分
の専門分野に繋げることができたのだと感謝しています」

タリッシュはテクノロジー会社の経営にも興味を持っています。将来ValveやBlizzard 
Entertainmentのような革新的な会社で働くことを夢見て、ISSでは「みんなのITサ
ポート係」として今日も活躍しています。

Article: “A Techno-wizard in the Making” continues.

4Getting to Know ISS

Tarishはテクノロジーを使った仕事が好きです

Dr. KH Chia

理事会のメンバーについて

Dr. KH Chiaは、2014年以来ISS理事会（シンガポールと北京のキャンパスの両方）のメ
ンバーです。彼は私立診療の外科医であり、31年間医師でした。 彼は現在、シンガポー
ル医師会の選出メンバーとして勤務しています。 彼の私立診療を開始する前に、 
Dr. Chiaは医学生を学部および大学院レベルで教えるYong Loo Lin医学学校の臨床
准教授でした。

彼は良い教育の重要性と、継続的な学習とどのようなスキルや知識が彼を資格を持つ
医師になるためにさせたかということを理解しています。 Dr. Chiaは、若い生徒に自信を
持たせ、活力をもって人生を続けるために、ライフスキルを身に付けさせるように促し、指
導したいと考えています。

彼は、ISSが学生に人生に必要なものを身につけるのに重要な役割を果たし、学生の隠
れた可能性を導き続けることを希望しています。



Into the Woods Junior
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Into The Woodsジュニア版は大成功でした

ラプンツェル、私といて！

舞踏会と王子様はどうだったの？

苦しみ！でも消えてしまいますよ お嬢ちゃん！籠の中には何が入っているの？

この牛にミルクが出るといいのに！

おばあちゃんの家へ向かう赤ずきんちゃん

グレード5から8の生徒は、 “Into the 
Woods Jnr”の制作を通して、みんなが好
きなおとぎ話を、違った視点から考える面
白い方法を経験しました。

このお話は、 1987年にいくつかのトニ
ー賞を受賞したStephen Sondheim’s
の”Into the Woods、Jnr”,オリジナル
のブロードウェイ制作に基づいていま
す。James Lapineが、有名なミュージカ
ルの音楽と歌詞をもとに書きました。 

ジュニアバージョンのこのミュージカルの
傑作は、若い芸術家に適切なように特別
に創作されていますが、プロフェッショナ
ル・シアターの厳しいスキルのヒントを発
見するチャンスがそこここに見られます。

私たちはダウン症候群協会とレイクサイド
ファミリーセンターの子どもたちを招待し
ました。彼らは、ミュージカルを見るのは初
めてのことでしたので、そこにいることに非
常に興奮していました！ISSの高校生は学

キャラクターを作っていくと
いうこと。生徒であることか
ら、お芝居の中の騎士やオ
オカミになっていくのは非常
に難しいことですが、おもし
ろいです。 「私はミュージカルが大好きです。そ

れは私に自信を与えます。私が演技す
ると、聴衆の顔を笑顔にします。 “
– Thea, ISS 学生

「このプロダクションに入ってたくさ
んのことを学びました。何度も何度も
同じところをよくなるまでやり直すの
です。 」 
– Karl, ISS 学生

「私はミュージカルが大好きです。な
ぜなら、それは自分自身を表現するユ
ニークな方法であり、歌、踊り、ドラマ
など、私の好きな芸術のあらゆるもの
を組み合わせているからです。私は特
別なものであり、他の人に影響を与え
たいと思います」 
– Olivia, ISS 学生 
 

「私はチームとして最初からショーを
作るプロセスが好きなので、ミュージ
カルが好きです。」
– Yuvraj, ISS 学生

– Thykar, ISS 学生

年を通じてこの2つの団体と一緒に働き、
学校での仕事やバスケットボールのような
スポーツをします。

このミュージカルは、子供を持つことを望
むパン屋と妻についてのお話です。王様の
舞踏会に出席したいシンデレラ。そして可
愛がっている牛を売ろうとするジャック。パ
ン屋と彼の妻は、魔女の呪いのために子
供を育てることができないことを知り、そ
の呪いを打ち砕く旅に出るのです。二人は
旅の途中で呪いを打ち破り、変わることが
できました。

イントゥ・ザ・ウッズは、私たちが望むもの
を得るための方法を教えてくれました。そ
のストーリーは、予想外の困難に会い、そ
れでもなんとか方法を考えていく旅です。 

学生たちは、プロの教師と一緒に本物のプ
ロフェッショナルとして演技をする機会を
得たのです。さらに、生徒たちはいつもとは
違う聴衆の前で演技したので、プロフェッ
ショナルが劇場で得るのと同じものを経験
したのです。 
 
“イントゥザウッズJnr”、すべての観客にと
ってもほんとうの演劇体験でした！  
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Middle School Science Week

“The dreamer awakes, the shadow goes by, the tale I have told you, 
that tale is a lie, but listen to me, for the tale is a lie but what it tells 
is the truth. T’was an eve of such melody, such laugh and such twist 
that the grimm was woke till dark upon Preston.”

2017年5月のMYPアーツ・ショーケースは、挨拶と楽器の演奏で始まりました。演
奏の後は、Philip Pullman’sのおとぎ話を、学生たちがこの不思議な国で本当はど
んなことがあったのかを話し合い、作り上げて演じました。

パフォーマンスを成功させた大きな要因である小道具は、9年生のアートの学生に
よって作られました。何千年もの間、語り続けられてきたグリム童話を再演するとい
うことで、再利用とリサイクルの紙を全体的なテーマとして作成されました。

教師と生徒たちの大いなる協力と努力で実現されたものです。

スイスにある家です。雪崩に耐えることができます

静電気はどのように働くか？環境に優しい家の一つ 話のあといくつか質問をする

おばあちゃんのうちに行く途中の赤ずきんちゃん

8年生ともっと若い学生との交歓

両親と一緒のヘンゼルとグレーテル

Middle Years Programme (MYP) Arts Event

サイエンスウィークは素晴らしかったですね！学生（そしてスタッフ！）は多岐にわた
る新しいことを学びました。なぜ私たちの惑星のことを気にかけなければならないの
かを強調する映画がありました。これまでに人気のあった科学展覧会のこと、サイエ
ンスクイズへの挑戦もありましたね。
サイエンス・エキシビジョンでは、学生は、同級生、後輩たち、両親、先生に科学プロ
ジェクトを発表しました。グレード6は、洪水や雪崩などのさまざまな環境要因に対
処するために行った研究と同様に、彼らが作成した環境に優しい家のモデルについ
ても発表しました。グレード7の学生は、「静電気はどのように働くのか？」など、様々
な科学の話題や質問に関するプロジェクトを発表しました。 8年生は、彼らが選んだ
さまざまな科学者について研究しました。どのように科学に貢献したのか、そしてそ
の過程を通して学んだことについて発表しました。
ハイライトの1つはEurofragranceからの科学者の訪問でした。化学者で、大手の
香水会社に勤めている経験からくる話は、 学生たちを啓蒙し、刺激を与えました。彼
女は、香水、石鹸、シャンプーをどのように、なぜ作り出すのかという話は、新たな敬
意を感じさせました。学生たちの中には、化学のキャリアを考えてみようかというイン
スピレーションを受けた人もいました！
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Primary Years Programme (PYP) Exhibition

リニアカーを作りました。

プライマリー・イヤー・プログラム（PYP）展は素晴らしい発表でした。生徒はみな、
すばらしい製品を作り、深く関わり、意義深い行動に取り組んでいます。生徒の中
には動物に対しての残酷行為や、動物実験をしない製品のブランドを研究してい
る学生もいます。別のグループは、プラスチック製の「電車の軌道」を使って独自の
マグネットによる磁力電車を作りました。

学生は、コミュニケーションスキルを活かして学習の旅を分かち合い、学生、保護
者、教師、ISSコミュニティのメンバーに素晴らしいプレゼンで自分たちの旅の成果
を話しました。

動物実験をしない製品の研究をシェアしています

生徒たちは、先生や親や友人にプロジェクトを紹介します水曜日は携帯を外して”運動について話しています
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High School Graduation

津村先生と一緒に

高校生のこれからの旅を祝福

Jeyaram先生、知識を分かち合う

ISSの卒業生

卒業だ！

ここISSインターナショナルスクールでは、今年はもう一つの記念すべき年となりま
した。 5月19日（金）、日本人会で行われた卒業式で、20１１年生の卒業生は、正式に
卒業しました。学生たちは過去4年間にわたり、ISSであらゆる機会を生かして 、学
校の内外で活発に活動してきました。

学生たちは、大人の監督ないところで、バンコクのスマイルズ、Random Acts of 
Kindness、ダハ・プロジェクトの改造、孤児院や学校のスポンサーシップ・プログラ
ムなど、さまざまなサービス学習プロジェクトを開始しています。 学生たちはブルネ
イ、カンボジア、フィリピンで壁や国境のない活動を終え、地元のコミュニティで働い
ていました。カンボジアでダムの壁を作り、ブルネイで家を、フィリピンの地元の学生
に教え、食事の準備などをしました。実際に大きな違いを生み出したことを実感して
くれたことと思います。 12人の学生が最終年度にシンガポールジュニアアチーブメン
ト賞に参加し、二位と一位のコマーシャルビデオ賞を受賞しました。

今年の学生が以下の高位にランクされた大学から入学許可を受け取っています。 

イギリス: 
• Imperial College London 
• King’s College London  
 (University of London) 
• UCL (University College  
 London) 
• Durham University 
• University of Bath 
• University of Warwick 
• University of Manchester 
• Cardiff University

 
学生は今ISSで高等教育の旅行を終えました。彼らがいなくなるとどんなに寂しくな
ることでしょう。 さようならを言いましょう。ISSでの教育は、私たち全員が直面して
いるグローバルな課題をより深く理解し、知識豊かで、感情的で、思いやり、オープン
であることを意味します。これらを持っている ISSの学生は何があっても解決し、チャ
ンスをつかんで、実際の世界で大きな特別な力を発揮することでしょう。

アメリカ: 
• Purdue University-USA 
• UC Davis 
• New York University

日本: 
• Keio University 
• Waseda University

 オーストラリア: 
• The University of Sydney



ISSでの私の時間は、私
に独立して自信を持つこ
と教えてくれました。私は
様々な背景や文化を持つ
人 と々交流することがで
き、私の仕事が私をどこ
に連れて行っても、どこで
も迅速に適応することが
できました。

私はマレーシアのクアラルンプール出身で、1983年にISSで勉強を始めました。1987
年にISSを卒業後、Hotel Institute of MontreuxでHotel Managementコース
を受講しました。以来私はセールス＆マーケティングに携わっており、ある時期東南
アジアのホテルで働いていましたが、最終的にはGeneral Hotel Managementを
することになりました。いまは、オークウッドホテル＆レジデンスクアラルンプールでゼ
ネラルマネージャーとして働いています。

ISSでの私の好きな思い出は、様々な国籍の人との友情です。非常に経験豊かな教師
が教えてくれましたので、授業は大抵好きでしたが、特に経済と英語のクラスを楽しん
でいました。

ISSでの私の時間は、私に独立して自信を持つこと教えてくれました。私は様々な背景
や文化を持つ人 と々交流することができ、私の仕事が私をどこに連れて行っても、ど
こでも迅速に適応することができました。

ISSでの私の好きな思い出は、様々な国籍
の人との友情です。非常に経験豊かな教
師が教えてくれましたので、授業は大抵好
きでしたが、特に経済と英語のクラスを楽
しんでいました。

2017年4月の同窓会のBenet（一番左）

Our Alumni Community 9

– Bennet Chang, ISS 卒業生

– Bennet Chang, ISS 卒業生

私たちの卒業生は、世界中に散らばって
いますが、卒業生の彼らのコミュニティ
ーと我 I々SSは、今もコンタクトを取り続
けています。 卒業生が今何をしているの
か、ISSにいた時の彼らはどうだったの
か、それが現在の彼らにどのように影響
を及ぼしているのか、とても興味があり
ますね。これから、彼らにどのようなこと
を、どのような形で話してもらうか、どの
ような集まりを持つか、計画をしている
ところです。

卒業生のご紹介

学生が卒業後、どのように学びの旅を続
けているのか、ぜひ聞きたいですね。

彼らがISSで過ごしたのち、それからの世
界で、今どうしているのか、何をしている
のか、フェイスブックで垣間見ることがで
きますよ。ぜひISSのファイスブックのグル
ープに加わって、彼らの活躍を見てみませ
んか。
www.facebook.com/groups/
isssgalumni/

http://www.facebook.com/groups/isssgalumni/
http://www.facebook.com/groups/isssgalumni/
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スプリングスクールの喜びとサマースクールの発見 @ ISS

Event Features

ISS SUMMER SCHOOL  
DISCOVERY AT A GLANCE  
 
Dates: 

• 第1週:   2017年7月3-7日 
• 第2週：2017年7月10-14日  
• 第3週：2017年7月17-21日  
• 第4週：2017年7月24-28日 
毎日のプログラムは午前9時〜午後4時
です。半日プログラムも利用できます。 
 
年齢層：
• 若い探検家（4-6歳） 
• 勇敢なパスファインダー（7-10歳）
• 勇敢な冒険者（11-13歳） 
• 大胆なパイオニア（14-18歳） 
 
発見プログラム:
• 言語発見
• アートディスカバリー 
•  STEM（科学、技術、工学、数学）ディス

カバリー
• ディスカバリーアドベンチャー 
プログラムの料金はwww.isssummer.
edu.sgで確認できます。 
 
ISS Summer School Discovery 
2017の詳細および登録について
は、www.isssummer.edu.sgをご
覧ください。 または、電子メール： 
summerschool@iss.edu.sg

り、読んだり、話したり、アイデアを表現す
るために新しい方法を発見します。 また、
お話を作ったり、対話したり、小穴氏を話
したりする新しい方法を手に入れてみてく
ださい。夏の終わりまでに、あなたは確かに
自信にあふれた英語のスピーカーになるで
しょう。
Adventure Sports 
Discovery Adventuresであなたのエネ
ルギーを引き出しましょう！フィールドの専
門家が指導するアーチェリー、ロッククラ
イミング、水遊び、武道などの様々な冒険ス
ポーツであなたの身体能力を開発してくだ
さい。それは、フィットネス、敏捷性、身体の
コントロール、空間認識と楽しみに関する
すべてです。
ISSサマースクールディスカバリー2017の
4週間は、さまざまなコースを提供します。
レッスン、アクティビティ、チャレンジは、同じ
コースで毎週変わります。毎日、発見される
新しい冒険があります。

シンガポールで春休みや夏休みを過ごすのですか？ ISSでは楽しいスプリングス
クールとサマースクールディスカバリー2017は、あらゆる年齢の学生が探求し、
発見し、学べるよう、一連の楽しい充実したプログラムを揃えています。

春の楽しいスプリングスクール
ISS Spring School Delights 2017は3
月に開校しました。すべての新しい集中英
語プログラムは、K1からG10までの英語の
スキルを上達させるために、学生を支援す
る目的で開発されました。レッスンは、フレ
ンドリーなグループ環境で文法、語彙、ライ
ティング、スピーキングの、それぞれの学生
の自信を高めるためのものでした。私たち
のアプローチは、個々の学生のニーズと熟
練度に基づいて、経験豊かな教師が英語プ
ログラムをカスタマイズすることで、より個
別化され、学生を中心にすえたものでした。
春休みの終わりまでに、各生徒はより強力
な英語の基礎を身につけ、読解、聴解、会
話の能力を伸ばすことができました。 2週
間後、彼らは会話やタスクベースの課題の
両方で、英語力に自信を持つことができた
のでした。

「私は新しい友達を作り、Spring School
で一緒に遊ぶことが好きだった。私は、読
書、お話を作ること、話すことを英語でする
ことを楽しみました」 Riku、ISSスプリング
スクール2017

「私は新しい言葉を学び、英語の語彙を
よりよく理解したので、春の学校の後では、
もっとよく話し、先生を理解することがで
きるだろと楽しみです。」Ryo, ISS Spring 
School 2017

「春の学校の授業は楽しいものでした。
私は特に、クラス全体の前でプレゼンテー
ションをするのがを楽しかたったです。私
の話したり読んありする能力が向上した
ので、自信ができました。」Minchan, ISS 
Spring School 2017

冒険のサマースクール2017
ISSサマースクールでは、4-18歳の子供たち

（K1からG12まで）が語学、芸術（芸術、工
芸、ドラマ、音楽）、STEM（科学、技術、工学
および数学）、アドベンチャースポーツの分
野を探索できます。
毎日のプログラムは、新しいアイデアや経
験を発見するための学習旅行として設計さ
れています。 STEMディスカバリー、創造的
なアーツディスカバリー、運動ディスカバリ
ーの冒険を刺激する実践的な体験で満ち
足りた後、午後にランゲージディスカバリ
ーを開始します。
STEM Discovery 
Science, technology, engineering 
and mathematicsの頭文字をとっ
て、STEMディスカバリープログラムと名付
けました。あなたは宇宙冒険を始めること
によって、宇宙飛行士の人生を送ることが
できます。自分で自分のロボットやレーザ
ーゲームを構築します。ミニ・ドローンを操
縦します。 Sonic Piで未来の音楽を作成
するためのコードを書きます。ジュラ紀の世
界に時を遡り、恐竜に会うこともできます。
Arts Discovery 
アーツディスカバリープログラムでは、新
進のアーティストについて、音楽、芸術、ド
ラマのスキルを磨くことができます。あなた
の隠された才能を試し、実験し、発見する
時です！写真と彫刻についても学びます。 
Sonic Piを使用して自分の楽譜を作成し
ます。ロックスターになるか、ドラマパフォー
マンスに参加するか、あなたはどっち？
Language Discovery 
言語発見プログラムは興奮に満ち溢れて
います。第2言語としての英語の学習をした

http://www.isssummer.edu.sg
http://www.isssummer.edu.sg


学校はそのときClementi Road沿いにあ
り、限られた施設しかない学校であるにも
かかわらず、「生徒たちは、サッカーやバス
ケットボールを楽しみ、スポーツデーには、
運動場をシェアしていたローカルの学校と
試合をしたりしました。シンガポール動物
園へも行きました。楽しかったですねえ！」

Valerieが話してくれる逸話や思い出の多
くには、根底にあるメッセージが1つありま
した。 ISSの特質は様々な広範囲の考えを
含む学校であるということです：ISSコミュ
ニティは、小さな家族のようで小さいけど
強いのです。学生は巧みにガイドされます。
学生の幸福が最優先事項です。豊かな人
に成長するためのできるだけの機会を生
徒に提供することに重点が置かれていま
す。これらはISSの基礎中の基礎です。その
基礎は35年前から、2017年に至るまで、
私たちの価値観や文化の礎石となってい
ます。ISSが何年にもわたって慎重に育成
し発展させてきたものです。

「大変なことの多い日々でした。しかし、
非常に満足のいく年でもありました。教師
はまだ少なく、いるスタッフで複数の科目
をカバーする必要がありました。私は唯一
の高校のヒューマニティーの教師であり、
すべてのヒューマニティーの科目を教えま
した！私は、教師として仕事ができるとは
思ってもいませんでした。シンガポールに
着いたばかりの夫がおり、 私はISSに自分
の子供たちを入学させようと連れてきまし
た。そのとき、カイロで働いていたときの校
長であったGeorge Hoffmierが、学校の
初日に私を見つけ、すぐに私を雇ってくれ
たのです。！」Valerieはシンガポールで休
暇中にISSプレストンキャンパスを訪れた
ので、これらのことを思い出しました。

「ISSは小規模ながらも急速に成長しま
した。翌年には入学者数が増え、多国籍の
学生が総数127人 になりました。教師も多
国籍の集まりでした。学校のコミュニティ
はいつも緊密にまとまっていました。その
頃もサポーティブで世話のゆき届いている
教師が多かったんです。」とValerieは言い
ます 「学生の幸せが優先される学校環境
で教えることは、私にとって喜びでした」

Event Features 11

パイオニアの教師がISS訪問！

ISSインターナショナルスクールは1981年に設立され、初年度には27人の学生
が入学しました。その頃よく知られていたValerie McDonald、1981年と1982年
にISSに参加した数少ないパイオニア教師でした。

Valerie McDonald はISSのパイオニアの一人です

動物園に行きました！

レースをしています バスケットボールをしています

ISSインターナショナルスクール（1982年）（Valerieは3列目右から10番目に座っています）



80年代という良き時代

12Event Features

これらは、1983年から1988年までの卒業生がきたときに、耳にし
たコメントのほんの一部です。世界各地の32人の卒業生、家族が
シンガポールに戻ってきて、母校を訪問しました。4月28日にプレ
ストンキャンパスに、50人以上のグループが訪ねてきました。

何年も前の知り合いにあって、大喜びで、ハグしあい笑いあいまし
た。私たちは古いイヤーブックを見て、若かった自分たちを見て笑
ったり、むかしのISSのことを想い出したり、お互いの今のことを話
したりしてとても楽しかったです！

グレード11の学生が、過去の卒業生たちを、そのあと学校のツアー
に誘い、キャンパスを案内しました。多くの思い出とノスタルジアの
感情が学校を浸しました。

その日の午後、CEO、Chan Ching Oi、私たちの学校
長、Margaret Alvarez博士をはじめ、すべての校長が今日の午
後のお祝いに出席しました。これは学校にとって卒業生がどんな
に重要であるかということを表しています。

同窓生が会い、つながることはほんとうにすばらしいことです。Dr. 
Alvarezがとても簡潔に要約したように、この訪問は本当に「旧友
との再会の喜び！」です。

"ここには食堂があったんですよ。テーブルがあり、ここで一緒に
昼食を食べました。今はホールになっていますね！ "学校のツアー
でメインのプレストンホールに連れて来られたとき一人が言いまし
たた。

「私たちがここにいたとき、ここが図書館でしたか？」とほかのも
のが尋ねました。

「80年代にここにいたときは、女性の着替え室はもっと大きく見
えました。おやおや、私たちは大きくなったものですね。なんでも
全然大きくは見えないんですから！」と3人目の卒業生が言った。

"ああ、ああ、階段は今もこんなにたくさんあるんですね！" 1980
年代の卒業生はみな大笑いです。

同窓会…なんて素敵！ 学生大使が学校の先輩と話しています

学校ツアー

  

ISSに戻ってくると、多くの大好きな思い
出が蘇ってきました。30年以上も会って
いない私の同級生を見て興奮しました。
私たちの何人かはお互いに連絡し合っ
ていませんでした。ソーシャル・メディア
を通じて友達を見つけ直して、住んでい
る国々にお互いを訪問しあう計画を立
てることはとても素晴らしいことでした
– Bennet, ISS 卒業生
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今までのイベント 
March to June 

11年生のPlay in a Box（4月27日）
11年生は、「Play in a Box」というオリジナルの脚本を書いて、演出し、演技しました。 彼
らは、政治的アイデア、あるべき姿、そしてステレオタイプを演劇で追求しました。演技の
後、彼らは質問を受け、フィードバックを答えました。 
 
グレード4＆5キャンプ（5月3〜5日） 
グレード3キャンプ（5月4〜5日） 
3年生、4年生、5年生のキャンプは楽しく、学年の終わりの素晴らしい行事です。
彼らは素晴らしいチームビルディング活動でいっぱいしました。 
 
ミドルスクールディスコ（5月5日）
中学生は、学期の最後のディスコで大爆発しました！ 私たちはこんな風に友達と一緒に
楽しく過ごす機会を大切にしています。 
 
高校卒業式(5月19日)
何年もの間の努力と忍耐の結果、12年生は高校を終える日を迎えました。
彼らの次の冒険の始まりに対して、惜しみない拍手を送りましょう！ 
 
エレメンタリースクールのアートの展覧会(5月26日)
5月のこのアート展では、小中学生の作品を紹介しました。 来てくださって、学生へのサ
ポートを見せてくださってありがとうございました。 
 
パキスタンからの教師訪問(5月26日)
ISSは今週、パキスタンのカラチから教師であるNaila Izharの訪問を受けました。ESキ
ャンパスとMSキャンパスの、教師と学生たちとの勉強に参加してもらい、まさにグローバ
リズムを堪能しました。NailaはISSの学生行動リーダーシップチームのメンバーである
Liem、Ayesha、Miaが案内するキャンパスツアーに参加し、ISSでの学習を開始しまし
た。彼女は、授業を参観し、教師のミーティングに参加し、デザインと英語のクラスを経
験しました。さらに、Nailaは、Ballanger 先生率いるG7の生徒とともにシンガポールの
礼拝場所へのフィールドトリップにも加わりました。Nailaは、ISSでの経験は一緒に一度
あるかないかの体験であり、国に帰って母国の教師と分かち合いますと感謝の言葉を述
べました。 
 
エレメンタリースクールのスウィム・ガラ (6月5日)
小学校の生徒たちは、6月の水泳祭で様々な水のイベントに参加しました。いつものよう
に楽しいイベントでした！いろいろなレースやイベントのためにお立ち寄りくださって、あ
りがとう！ 
 
ミドルスクール卒業式 (6月6日)
8年生は中学校を卒業し、次の8月には高校に進学します。彼らは楽しいお祝いで中学校
の旅を終えました 
 
ミドルスクールサービスとアクションの日(6月7日)
ボランティアは私たちのカリキュラムの大事な位置を占めており、ミドルスクールでは、学
年の最後をシンガポールで地域社会に奉仕することで終わらせたいと考えています。

パキスタンからの教師訪問

グレード4キャンプ

エレメンタリースクールの 展覧会

グレード3キャンプ

ミドルスクールディスコ

11年生のPlay in a Box

グレード5キャンプ



これからのイベント 
July to September 

新入生のための学校オリエンテーション（8月4日）
私たちは新入生全員のオリエンテーションを開催し、学校が始まる前にキャンパスに慣
れ、教師と会う機会を持ちます。

10年生パーソナルプロジェクトデー（8月17日）
10年生は、パーソナルプロジェクトについて知り、計画を立てるための時間を持ちます。
彼らは、グローバルな視点で彼らの個人的関心のあるプロジェクトを追求するのです。

12年生ランチタイム・ミュージック・リサイタル（8月25日）
12年生が、プレストンキャンパスでランチタイム休憩中にいくつかの曲を演奏します。ラン
チを楽しみながら、素敵な音楽を楽しんでください！

PTAミーティング（8月28日）
今年最初のPTAミーティングに参加してください！ PTAは、他のISSの両親に会い、一
緒に活動し、ISSであなたのお子さんの経験に関わる役割を担う素晴らしい機会です。

中学校におけるMYP母国語の情報の夕べ（8月29日）
ISSでは、母語を勉強し続けることができます。 インフォメーション・イブニングに参加し
て、あなたのお子さんが母国語を学ぶのを手助けする方法とそれをサポートできる方法
を見つけることができます。

PYPとMYPでの指導と学習（9月7日）
ISSでは、両親がIBのカリキュラムとISSで教える様々な科目についてもっと学ぶための
会話を開催します。あなたのお子さんが学校で学んでいることの詳細については、午前中
のコーヒータイムに参加してくださるとよくお分かりになると思います。
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